第２号様式（第７条関係）（１枚目）

[bookmark: _GoBack]事　業　計　画　書
《申請時点において、　　☐　創業前　　　☐　創業済み　　》

１　申請者の概要等
	ふりがな
氏　　名
（代表者氏名）
	
	性別
	☐　男
☐　女
	生年月日
（年齢）
	☐昭和　☐平成
　　　年　　月　　日
　　（　　　　　　歳）

	連絡先住所等
	〒　　　　　－

	本事業
創業直前
の職業
	☐　１　会社役員　
☐　２　個人事業主　
☐　３　会社員　
☐　４　専業主婦　
☐　５　ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ　
☐　６　学生　
☐　７　その他　

	
	TEL：
	
	

	
	FAX：
	
	

	
	E-mail：
	
	

	過去の
事業経験
	☐　事業を経営していたことがない。　　
☐　事業を経営していたことがあり、現在もその事業を続けている。　
☐　事業を経営していたことがあるが、既にその事業をやめている。　
　　　　　　　　　　　　（やめた時期：　　　　　年　　　　月）

	職歴
	　☐昭・☐平　　年　　月
	

	
	　☐昭・☐平　　年　　月
	

	
	　☐昭・☐平　　年　　月
	

	
	　☐昭・☐平　　年　　月
	

	事業形態
	　☐　個人事業主　　☐　法人　　☐　その他

	事業実施地
（予定地）
	〒　　　　　－


	役員・
従業員数
	合
計
	　名
	内訳
	役員：　　　　　名
従業員：　　　　　名（うち家族：　　　　名）
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ：　　　　名

	取得資格等
	☐　特になし　　☐　有り（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



２　事業の内容
	（１）事業の具体的な内容
	


	（２）事業の動機・きっかけ及び将来の展望
	

	（３）取り扱い商品やサービスの内容、セールスポイント
	




３　資金の調達方法（２枚目）

	必要な資金
	金　額
	調達方法
	金　額

	運転資金
	商品仕入、経費支払資金等
（内訳）

	千円
	自己資金
	千円

	
	
	
	金融機関からの借入金
（調達先）

	千円






	設備資金
	店舗、工場、機械、備品等
（内訳）

	千円
	
	

	
	
	
	その他（事業の売上げ金、親族からの借入金等）

	千円




	合　計
	千円
	合　計
	千円



４　事業の見通し（月平均）
	
	創業当初
	軌道に乗った後
（　　　年　　月頃）
	売上高、売上原価及び経費を計算した根拠を記入してください。

	①売上高
	千円
	千円
	




	②売上原価（仕入高）
	千円
	千円
	

	経費
	人件費
	千円
	千円
	

	
	家　賃
	千円
	千円
	

	
	支払い利息
	千円
	千円
	

	
	その他
	千円
	千円
	

	
	③小　計
	千円
	千円
	

	利益　①－②－③
	千円
	千円
	



５　認定支援機関（経営革新等支援機関）等の確認欄
	
起業・創業に係る支援事業を行ったことを証明いたします。

事業所名：
代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　㊞



※認定支援機関（経営革新等支援機関）等とは、金融機関、白河商工会議所、各商工会及び一般社団法人産業サポート白河をいい、この機関が実施している起業・創業に関する支援を受けた確認が必要となります。
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